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Software CoE クラウドビジネス推進センタ
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⽔越 裕也

未経験から1年でクラウドのプロフェッショナルになってみた
〜⽇⽴の楽しいエンジニアライフ〜



© Hitachi, Ltd. 2021. All rights reserved.

⾃⼰紹介
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⽔越 裕也（みずこし ひろや）
株式会社 ⽇⽴製作所
Software CoE クラウドビジネス推進センタ

経歴
• 2014年 株式会社⽇⽴製作所⼊社

オープン勘定系システム⽤ミドルウェア、
システムテスト効率化⽤ソフトウェアの設計開発を担当。

• 2020年〜現在
クラウド案件の技術⽀援に従事。
システム運⽤の⾃動化⽀援やCI/CDパイプラインの設計・構築、データ分析基
盤構築のための技術検証などを担当。

主な資格
• AWS(Amazon Web Services)

ü AWS 認定ソリューションアーキテクト – プロフェッショナル
ü AWS 認定 DevOps エンジニア – プロフェッショナル

• GCP(Google Cloud Platform)
ü Google Cloud Certified Professional Cloud Architect 
ü Google Cloud Certified Professional Data Engineer

趣味
• プログラミング
• ランニング
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本⽇お伝えしたいこと
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クラウドほぼ(※)未経験から1年でAWS、GCPのプロフェッショナル
資格を取得した発表者が、実際の業務事例をもとに⽇⽴でクラウドエ
ンジニアとして働く楽しさをお伝えします︕

※クラウドビジネス推進センタ異動前はAmazon EC2、Google Compute Engineを少し触ったことある程度
© Hitachi, Ltd. 2021. All rights reserved. 2
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アジェンダ
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⽇⽴のクラウドへの取り組みとクラウドビジネス推進センタについて

⽇⽴ならではのクラウド案件事例の紹介

私は〇〇〇でクラウドのプロフェッショナルになりました

まとめ
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⽇⽴のクラウドへの取り組みと
クラウドビジネス推進センタについて
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⽇⽴グループのクラウドへの取り組み
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2010
2013

2015

2016

2020

株式会社⽇⽴システムアンドサービス（現 株式会社⽇⽴ソリューションズ）
国内ではじめてAWS ソリューションプロバイダに参加

AWSとの連携を本格開始 クラウド事業の強化を発表

⽇⽴ミドルウェアのAWS対応を開始

AWS認定技術者1,000⼈育成

2021

HiRDB、JP1のクラウドサービスを提供開始
2019

HiRDB Cloud Service
JP1 Cloud Serviceクラウドネイティブを活⽤した

攻めのITを実現する事例が増加

業務システムなどへ
IaaS中⼼で適⽤

基幹システムなど適⽤⽤途拡⼤
IaaS中⼼からPaaSの活⽤率向上

ユーザー30万⼈の⽇⽴グループ社内
システムの⼀部をAWSへ移⾏

Microsoft®社とCSP(Cloud Solution Provider)契約を締結

Lumadaアライアンスプログラムを開始
協賛︓
アマゾン ウェブ サービス ジャパン株式会社

グーグル・クラウド・ジャパン合同会社
⽇本マイクロソフト株式会社 など

クラウドビジネス推進センタ設⽴

IaaS: Infrastructure as a Service
PaaS: Platform as a Service
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クラウドビジネス推進センタ
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モビリティ ライフ インダストリー エネルギー IT

お客さま/フロント部⾨

クラウドCoE

⽀援組織

社内関連部署 グループ会社

メガクラウド

AWS Azure GCP …

連携アライアンス

案件情報

案件情報 顧客課題

ナレッジ情報発信 ⼈財育成

案件⽀援

事業貢献

2020年4⽉に⽇⽴のクラウドCoEとして設⽴。

⽇⽴グループの総⼒を結集し，お客さまの期待にお応えします。
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クラウドCoEのトップエンジニア達
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ʼ20-ʼ21 APN AWS Top Engineer

久保雅洋
クラウドCoEの技術トップ

富⽥琢⺒
FISC対応APN

コンソーシアムメンバー

ʻ21 APN Ambassador

松沢敏志
クラウドCoEのなんでも屋

ʻ21 APN AWS Top Engineer &
APN ALL AWS Certifications Engineer

松永健⼀
⾦融分野はどんとこい

ʻ21 APN AWS Top Engineer

⾨間洋⼀
海外DX案件もこなす

移⾏のことは俺に任せろ
佐々⽊康広

⽔越裕也
クラウドネイティブ推進役

林熙⻯

茶⾕謙⼀
⼈材育成のプロ

／ワタシデス＼

⼀緒にやろうサーバーレス
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⽇⽴ならではのクラウド案件事例の紹介
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事例その①
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熟練保守員の不⾜・⾼齢化が問題になっています
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⽇⽴の社会イノベーション① 漏⽔検知サービス
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水道管に振動センサーを
設置して常時監視

監視プラットフォーム
により遠隔監視

遠隔地から社会インフラを常時把握⼈⼿ ⾃動化︕

これを こうする！
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⽇⽴の社会イノベーション① 漏⽔検知サービスの中⾝

PaaS

中⾝は
こんな感じ

漏⽔調査の作業効率が、従来の16倍に︕
© Hitachi, Ltd. 2021. All rights reserved. 11

SaaS: Software as a Service
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事例その②
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⾞事情も変わってきてます
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⽇⽴の社会イノベーション② 無線⾃動⾞ソフトウェア更新
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ソフトウェア不具合に
起因した誤動作のリスク
ソフトウェアの⾼度化・複雑化は不具合
を作りこみやすく、完全に除去するのは
現実的に困難なため

公開脆弱性を狙った
サイバー攻撃のリスク
オープン技術の活⽤により新機能の
迅速な市場投⼊が可能となった⼀⽅で、
ゼロデイ攻撃などの脅威に対応するた
め脆弱性除去の緊急性が増加

ソフトウェア更新に
要する⼿間の軽減
毎回ソフトウェア更新のたびに
ディーラーへ⾏かなければならず、
既知の不具合、脆弱性を含んだま
ま運⽤される危険性が⾼い

命を守るために Updateが⼤切︕
組み込まれたソフトウェアの
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⽇⽴の社会イノベーション② 無線⾃動⾞ソフトウェア更新

14

OTAプラットフォーム

API接続

AWS IoT Core AWS Identity 
and Access 

Management

クライアント認証

AWS Cloud9 AWS CloudFormation

セキュリティ API受付 業務処理

AWS Shield

AWS WAF

Amazon
API Gateway

Amazon Aurora

Amazon DynamoDB

AWS Lambda Amazon Simple 
Storage Service

データストア

…

⾞両

サーバーレスアーキテクチャで無線⾃動⾞ソフトウェア更新
サービスを実現(※)

※ 現在、PoC(Proof of Concept)が完了し、その結果をもとに製品化を検討中。
⾃動⾞基準調和世界フォーラム(WP29)では、⾃動⾞向けサイバーセキュリティー対策を義務付ける指針を2020年6⽉に採択。
2022年ごろに発売される新型⾞から法規制の適⽤を開始し、国際標準規格であるISO/SAE 21434、ISO 24089の準拠が必要になる。
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クラウド案件事例からお伝えしたいこと
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https://social-innovation.hitachi/ja-jp/case_studies?WT.ac=MM_case_studies

⽇⽴では先進技術を活⽤した社会イノベーションに携われる︕
今どきのクラウド技術を活⽤して、誰もが快適に、安⼼して、健やかにくらせる社会をつくる、
「社会イノベーション」に携われます。

https://social-innovation.hitachi/ja-jp/case_studies?WT.ac=MM_case_studies
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私は〇〇〇でクラウドのプロフェッショナルになりました
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クラウドエンジニアになってからの最初の⼀年 (概要)
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ʻ20年
4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉

ʼ21年
1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ …

OFF-JT ⽇⽴のAWSトップエンジニア主導による勉強会/ハンズオンの実施

AWS案件へ参画して業務を通じて成⻑中 (詳細は後述)
最初はAWSトップエンジニアと⼀緒に推進、徐々に担当範囲を広げて今では私⼀⼈で任せてもらってます︕

AWS認定Solutions Architect
Professional取得

GCP上級資格持ちのエンジニアと⼀緒に
GCP案件へ参画し、実際の業務を通じて成⻑

AWS認定DevOps Engineer
Professional取得

Google Cloud認定
Professional Cloud Architect取得

- 組織内での情報共有会/勉強会の参加もしくは実施 (週1-2回)
- クラウドベンダー主催の個別教育セッション、技術ディスカッションへの参加 (不定期)
- クラウド案件のアーキテクチャーレビュー実施 (不定期)   など

OJT

OJT
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運輸業MaaSサービスのSRE⽀援
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Mobility as a Service

l 運輸業A社殿のMaaSサービス⽤に
AWSで構築されたシステムのSRE
業務⽀援

l 働き⽅は100%在宅勤務︕

SREはGoogle社が提唱、実践しているシステム管理
とサービス運⽤の⽅法論。
担当エンジニアは運⽤技術者（作業者）ではなく、ソ
フトウェアエンジニアであり、⾼度なソフトウェア技
術を⽤いてシステム運⽤管理全般を担当する。[1]

Site Reliability Engineering

⽔越がやったのはコレ
ソフトウェア技術を活⽤した運⽤作業の効率化や、ア
プリケーション開発効率化のためのCI/CD環境構築を
⽀援

コミュニケーションはMicrosoft TeamsやSlackのオ
ンラインミーティングやチャットを使⽤。会ったこと
ない︕

[1]Wikipedia サイトリライアビリティエンジニアリング
https://ja.wikipedia.org/wiki/サイトリライアビリティエンジニアリング

Slack is a trademark and service mark of Slack Technologies, Inc., registered in the U.S. 
and in other countries.

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B5%E3%82%A4%E3%83%88%E3%83%AA%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%A2%E3%83%93%E3%83%AA%E3%83%86%E3%82%A3%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%82%B8%E3%83%8B%E3%82%A2%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%82%B0
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参画プロジェクトの体制
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アプリチーム SREチーム
アプリケーション
コードの設計開発

アプリケーションの実⾏に
必要な運⽤管理全般

ここを⽀援
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業務例1︓アラート対応をAWS Lambdaで改善した話
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SREチームではアプリケーションのログをCloudWatchで監視し、エラー発⽣
時には⼿動でJiraにチケットを起票して対応していた。⼿間︕︕

AWS Cloud

Amazon CloudWatch 
Alarm

Amazon Simple 
Notification Service

Email

③⼿動でログを検索して取得

SREチーム
①アプリケーションのエラー時に

Cloud Watchアラームが
アラーム状態となる

②Eメールでアラート
の通知を受信

課題管理⽤のSaaS

Amazon EKS 
Cluster

Amazon CloudWatch 
Logs

背景

④チケットを起票し、
ログを添付して
調査開始
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業務例1︓アラート対応をAWS Lambdaで改善した話
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SREチームではアプリケーションのログをCloudWatchで監視し、エラー発⽣
時には⼿動でJiraにチケットを起票して対応していた。⼿間︕︕

AWS Cloud

Amazon CloudWatch 
Alarm

Amazon Simple 
Notification Service

Email

③⼿動でログを検索して取得

SREチーム
①アプリケーションのエラー時に

Cloud Watchアラームが
アラーム状態となる

Amazon EKS 
Cluster

Amazon CloudWatch 
Logs

背景

この部分
⾃動化したい

④チケットを起票し、
ログを添付して
調査開始

②Eメールでアラート
の通知を受信
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業務例1︓アラート対応をAWS Lambdaで改善した話
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AWS Cloud

AWS Lambda

Amazon Simple 
Notification Service

③API経由でログを検索、
アラート原因のログを取得

①アプリケーションのエラー時等に
Cloud Watchアラームが
アラーム状態となる

②SNS経由でLambda関数を実⾏

④REST API経由で
ログを添付した
チケットを起票

Amazon EKS 
Cluster

Amazon CloudWatch 
Alarm

Amazon CloudWatch 
Logs

⑤アラート発⽣を
Slackに通知

ログ取得、Jira起票を⾃動化するLambda関数を開発対策

これ

設計はAWSトップエンジニアに助⾔をも
らいながら⾏い、Lambda関数のコー
ディングは1⼈で担当。
当時サーバーレスは未経験でしたが、試⾏
錯誤しながら楽しくコーディングさせても
らいました。
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業務例1からお伝えしたいこと
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⽇⽴なら
やりたいことやバックグラウンドに合った仕事ができる︕

発表者はソフトウェアエンジニアとして
のバックグラウンドを⽣かしたクラウド
エンジニアになりたいという希望を汲ん
でもらい、クラウド技術とプログラミン
グ技術でプロジェクトに貢献するという
業務をさせてもらってます。
皆さんも⽇⽴なら、きっとやりたいこと
やバックグラウンドに合った仕事ができ
ると思います。
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業務例2︓LambdaのCI/CDパイプラインを構築した話
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AWS Management
Console

AWS CodePipeline

今まで
• ツール⽤途
• たまにデプロイ
• ⼿動

※CI/CD(継続的インテグレーション/継続的デリバリー) 
CI / CDは、アプリケーションの構築、テスト、および展開の⾃動化を実施することにより、開発および運⽤アクティビティとチームの間
のギャップを埋める。(https://ja.wikipedia.org/wiki/CI/CD より)

今までツール⽤途でしか使⽤していなかったLambdaを使⽤してサービスの新
機能を開発することになった
開発効率向上のためCI/CD(※)の仕組みを構築したい

背景

これから
• サービス機能開発
• 頻繁にデプロイ
• ⾃動

https://ja.wikipedia.org/wiki/CI/CD
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業務例2︓LambdaのCI/CDパイプラインを構築した話
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構築したパイプライン

AWS Cloud(Dev)

Developers

AWS
CloudFormation

function2
リポジトリ2

function1

function3

AWS
CodeBuild

AWS CodeBuild

Bucket

AWS CloudFormation
function1

リポジトリ1

function2

function3
リポジトリ3

AWS Cloud(Prod)

CodeBuildで実⾏するスク
リプト⽤のリポジトリ

クラウドCoEメンバーと
の情報交換や切磋琢磨を
通じて、設計を1⼈で担
当できるまで成⻑しまし
た︕
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業務例2︓LambdaのCI/CDパイプラインを構築した話
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AWS Cloud(Dev)

Developers

AWS
CloudFormation

function2
リポジトリ2

function1

function3

AWS
CodeBuild

AWS CodeBuild

Bucket

AWS CloudFormation
function1

リポジトリ1

function2

function3
リポジトリ3

AWS Cloud(Prod)

構築したパイプライン

Point 1: リポジトリ戦略
各関数のライフサイクルは異なることから関数毎にリポジトリ、
パイプラインを作成して各関数を独⽴してデプロイできるよう
にする
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業務例2︓LambdaのCI/CDパイプラインを構築した話
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AWS Cloud(Dev)

Developers

AWS
CloudFormation

function2
リポジトリ2

function1

function3

AWS
CodeBuild

AWS CodeBuild

Bucket

AWS CloudFormation
function1

リポジトリ1

function2

function3
リポジトリ3

AWS Cloud(Prod)Pull Request承認を契機に
Codebuild実⾏

Point 2: 開発環境でのデプロイ
開発環境では効率的な開発のため、Pull Request承認の度に
ユニットテストと⾃動デプロイを実⾏

構築したパイプライン
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業務例2︓LambdaのCI/CDパイプラインを構築した話
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AWS Cloud(Dev)

Developers

AWS
CloudFormation

function2
リポジトリ2

function1

function3

AWS
CodeBuild

AWS CodeBuild

Bucket

AWS CloudFormation
function1

リポジトリ1

function2

function3
リポジトリ3

AWS Cloud(Prod)

CodeBuildで実⾏するスク
リプト⽤のリポジトリ構築したパイプライン

⾃動デプロイの度にソース
コードが蓄積されている

Point3: 本番環境のデプロイ
以下の要件を満たすためにCodeBuildを⼿動で実⾏してデプロイ
• 全てのPull Request承認に対してデプロイするのではなく、テス

ト済みの特定のバージョンのみデプロイしたい
• 障害対応等で過去のバージョンをデプロイするのを容易にしたい
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業務例2︓LambdaのCI/CDパイプラインを構築した話
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l 構築したパイプライン
AWS Cloud(Dev)

Developers

AWS
CloudFormation

function2
リポジトリ2

function1

function3

AWS
CodeBuild

AWS CodeBuild

Bucket

AWS CloudFormation
function1

リポジトリ1

function2

function3
リポジトリ3

AWS Cloud(Prod)

CodeBuildで実⾏するスク
リプト⽤のリポジトリ

ベースはAWSのマネージドサービスを活⽤した定番の構成です
が、プロジェクトの要件を整理し、カスタマイズする作業に苦労
しました。
その分、完成したときの達成感は⼤きかったです。
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業務例2からお伝えしたいこと
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パブリッククラウド、特にAWSに関し
ては公式の資料が充実しているのでベ
ストプラクティスが簡単に⼿に⼊りま
すが、必ずしもそのまま適⽤できると
は限りません。
ベストプラクティスをベースに、いか
に要件にあったものを作るかがクラウ
ドエンジニアの腕の⾒せどころです。
問題点を解決していって完成したとき
の達成感は何ものにも代えがたいです。

© Hitachi, Ltd. 2021. All rights reserved. 30

クラウドエンジニアは奥が深くて楽しい︕
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まとめ
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01 02 03

私は〇〇〇でクラウドのプロフェッショナルになりました

トップエン
ジニアから
の指導

ソフトウェ
アエンジニ
ア経験を⽣
かした業務
経験

クラウドCoE
メンバーとの
情報交換や切
磋琢磨を通じ
たスキルアッ
プ
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⽇⽴でクラウドエンジニアとして働く楽しさ

33

⽇⽴では先進技術を活⽤した
社会イノベーションに携われる︕

⽇⽴ならやりたいことや
バックグラウンドに合った仕事ができる︕

クラウドエンジニアは奥が深くて楽しい︕
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最後に

34

2年 トップエンジニア

＼俺もここに⼊る︕／

AWSトップエンジニア達
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他社商品名、商標などの引⽤に関する表⽰

• Amazon Web Services、『Powered by Amazon Web Services』ロゴ、Amazon Cloud Watch、AWS Glue、Amazon Simple Storage 
Service、Amazon S3、Amazon Athena、AWS Lambda、AWS IoT Core、AWS Identity and Access Management、AWS Cloud 9、
AWS CloudFormation、AWS Shield、AWS WAF、Amazon API Gateway、AWS Lambda、Amazon DynamoDB、Amazon Aurora、
Amazon EKS、Amazon Simple Notification Service、AWS Management Console、AWS CodePipeline、AWS CodeBuild、その他のAWS
マークおよびサービスは⽶国および/またはその他の諸国における、Amazon.com, Inc.またはその関連会社の商標です。

• Google Cloud、Google Cloud Platform、GCP、 Google Compute EngineはGoogle LLCの⽶国およびその他の国における商標または登録商
標です。

• Microsoft、Microsoft Teamsは、⽶国Microsoft Corporationの⽶国およびその他の国における登録商標または商標です。

• Slackは、Slack Technologies, Inc.の⽶国およびその他の国における商標または登録商標です。
• Jira Softwareは、Atlassian Pty Ltd.の豪州およびその他の国における商標または登録商標です。

• GitHubは、GitHub, Inc.の⽶国およびその他の国における商標または登録商標です。
• その他、本資料に記述してある会社名、製品名は、各社の登録商品または商標です。
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